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ユニークな企画
児童と父兄が巣箱づくり

鷲
鷺
鑓 鶴

昭和54年6月号第337号

発行策郷町役場・編集／企画開発課

　越表小学校（ヒ水和昭校長）の

児童が巣箱づくりをしました．

　これは、子どもたちが児童会活

動として計画したものを学校参酸

の父兄が手伝う形で行われたもの

で、5月23日に一家庭教育学級開

講式一と併せて終了後の午前中に

体育館で実施されたものです，

　みんな思い薄いの材料でアイデ

アを生かしたすばらしい巣箱がた

くさんできあがり、早速校庭の木

ヤに取りつけました一

　学校の趣旨は、　一毎日の生活の

中では、親子いっしょに両かを俘

るという機会はないため、子ども

たちに手をとって、のこぎりの使

い．^、釘の打ち：庁を教えることに

よって親子のふれあいを深める．．

ことで、子どものすなおな育成に

役立てようというものです．

　学校参観が、とかく母親ナゴけの

もので教室の中だけになりがちな

なか、この巣箱づくりは、ユニー

クな企画の成功例といえます、

手にとらばわが手にをりて帰きもせむ

　　　そこの小鳥を手にも取らうよ

　　　　　　　　　　　　　　牧　　水
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議
長
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寺
原
国
義
さ
ん

　
町
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・
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議
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選
挙
後
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初
め
て
の
町
議
会
か
開
か
鰍
、
h
．
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．
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長
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任
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査
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．
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．
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．
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瀬
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．
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￥
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▲
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茸
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男
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、
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、
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あ
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・
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∂
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∂
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児
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．
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収
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叱
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［
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．
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仲
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13時30分～15時

9時30分～11時
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芝人福初館小野田9時30分～11時7月2日／月ノ
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司
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仲
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追
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仲
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．
、
こ

ん
な
美
し
い
贈
り
物
を
…
…
」
と
目
を

輝
か
せ
て
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
，

　
橋
口
》
．
、
ん
は
仲
化
づ
ノ
＼
り
．
の
ベ
テ
ラ
ン

、
　
　
．

勇
さ
ん
に

理
大
臣
表
彰
状

瓢
ド

㌧

旺

嘔　　　、　曽

　
関
野
勇
さ
ん
（
小
野
田
）
が
、
内
閣
實

総
理
大
挙
表
彰
を
う
げ
ま
し
た
．
．
　
　
、

　
こ
れ
は
、
昨
年
十
月
に
実
施
山
、
・
れ
た

住
宅
統
計
調
査
の
優
良
調
査
員
と
し
イ
、
一

認
め
ら
れ
表
彰
き
れ
た
も
の
で
す
．
．
　
　
一

端
獄
講
灘
麟
榔

の
結
果
を
生
ん
だ
と
い
え
ま
す
　
一

」
し
　
　
ド
　
　
　
　
．
，
　
F
6
　
　
イ
　
…
　
　
　
．
　
　
　
、
　
　
　
燭
　
　
　
E
　
　
　
し
　
　
　
一
　
　
　
1
　
　
　
」

　
　
西
郷
村
　
五
八
。
四
点

　
　
ル
北
川
町
　
　
ド
且
』
ハ
・
　
↓
占
｛

　
　
東
郷
町
　
五
四
・
四
点

　
　
日
向
市
　
五
二
・
一
点

　
　
諸
塚
村
　
四
八
・
二
点

　
　
門
川
町
　
四
四
・
こ
点

　
　
椎
曲
果
村
　

コ
∵
八
・
六
占
｛

　
　
延
岡
市
　
一
．
一
八
・
四
点

　
　
北
浦
町
　
三
八
・
四
点

位
　
北
郷
村
　
三
、
丁
「
点

　
　
南
郷
．
村
　
　
一
一
・
！
点

　
　
　
　
　
　
　
（
農
林
課
）

　
’
し
ゼ
　
．
聖
9
’
・
‘
・
　
・
‘
・
■
、

で
丁
付
に
菊
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
輔
栽
培

1、

v
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
　
「
自
然
に
生

き
自
到
に
か
え
る
人
生
を
花
で
飾
り
た

い
」
と
い
う
の
が
橋
口
き
ん
の
A
，
心
願
で

す
。　

橋
口
き
ん
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と

う
ご
y
・
、
い
ま
し
た
．

　
（
町
疏
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
峰
園
）

人
形
が

　
　
　
泣
い
て
ま
す

　
東
郷
橋
た
も
と
に
設
置
き
れ
て
い
る

人
形
の
頭
（
警
官
）
が
写
真
の
と
お
り
！

　
現
在
は
修
復
き
れ
て
い
ま
す
が
、
人

形
に
あ
た
っ
て
も
佳
．
方
の
な
い
こ
と
一
、

公
共
物
を
大
切
に
し
ま
し
よ
う
．
、

ざ　
　
　
調
r
．

　
　
　
　
鹸

　
帆
　
客
馬
車

一
肩
鰍
軒
陣
三
朝
馬
引
購

岬
に
、
西
臼
杵
郡
立
准
創
教
口
貝
善
｛
成
所
へ

　入

w
・
・
エ
し
・
に
，
・
時
・
陰
か
一

等
穂
、
三
、
の
交
通
機
関
は
客
馬
車
以

　外

ﾉ
あ
り
ま
せ
ん
．

蒔
柳
行
李
一
つ
か
つ
い
で
客
馬
車
に
乗

あ
り
、
富
高
新
町
で
乗
り
か
え
て
、
そ

ひ

“
れ
よ
り
土
々
呂
、
延
岡
と
乗
り
宣
い

ψ
で
延
岡
一
泊
で
す
。
翌
日

藷
雨
注
鐸
露

　
曽
庶
男
影
高
轟

　
と
順
々
の
駅
で
乗
り
か
え

畠
て
終
着
と
い
う
ア
｝
と
で
し

γ
・
ま
る
二
日
の
馬
車
に

繕
ら
れ
て
の
肇
、
し
た
が

“
大
変
な
疲
れ
で
あ
っ
た
ろ

　
う
と
思
い
ま
別

丁
・
は
昔
懐
し
い
客
馬
曝
・
犠

蔦
も
の
、
明
治
大
窃
期
突
な
、
り

薯
覚
え
が
あ
．
Q
と
円
心
い
峯
，
－
．
山
陰

壁
又
江
野
の
高
森
酒
店
で
、
昔
松
葉
正

桝
十
郎
き
ん
が
飲
食
店
兼
客
馬
ド
経
営

》
を
し
て
お
ら
れ
た
の
で
す
。
円
代
、

協
埋
谷
よ
り
の
乗
り
継
ぎ
駅
に
も
な
’
・

賠
て
し
ま
い
ま
し
た
・
馬
車
は
三
台
位

準
麟
撫
齢

　
イ
　
く
　
　
ド
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

駅
者
の
待
っ
て
い
ら
れ
た
小
さ
な
ラ
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
し

ツ
パ
の
合
図
で
出
発
で
す
．
．

・
パ
の
立
琶
が
・
の
・
か
な
音
で
よ

た
．
柿
の
木
坂
、
切
通
し
坂
を
馬
が
や

ふ
う
ふ
う
い
い
な
が
ら
ヒ
一
．
’
．
㌧
行
く
｛

の
で
す
，
切
通
し
坂
に
茶
店
が
一
軒
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

あ
っ
て
、
此
処
で
必
ず
休
憩
で
す
．
．
へ

馬
に
水
や
ま
ぐ
き
を
与
え
ま
す
、
．
駅
“

首
λ
も
一
眼
す
る
と
店
の
ば
き
　

ん
が
お
盆
に
茶
と
駄
菓
子
笑
れ
て
砕

私
鷺
・
挿
し
出
す
諺
・
潤

㌦山
菰」L

4
い
合
せ
六
人
坐
席
に
な
っ
て
い
ま
し

γ
㌧
、

グ．、

v
　
　
－
　
．
一
　
1
一
」
．
ン
．
一
．
．
」
＾
「
：
一
亡
．
鳶
．
’
噛
．
～
」
．
・
．
ヒ
．
～
．

）ン
ー
豆
腐
一
丁
平
ら
げ
て
、

ら
れ
て
コ
ク
リ
コ
ク
リ
で
越
着
駅
で
噌

眼
が
き
め
る
・
、
通
り
の
子
供
が
ラ
ツ
．
“

パ
に
つ
ら
れ
て
、
馬
車
の
後
ろ
に
り
生

ら
き
が
っ
て
は
署
に
叱
ら
れ
た
い
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

た
ず
ら
事
も
面
自
く
お
か
し
く
あ
り
［

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

時
代
は
進
む
の
か
変
る
の
か
・
自
軌

尊
の
浸
入
が
客
馬
車
の
姿
を
消
し
て
、

し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
は
大
正
末
一

期
か
ら
昭
和
初
期
頃
で
し
た
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
甲
鶴
男
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

取
る
ま
い
が
　
一
銭
、
二
｝

銭
の
茶
代
を
お
盆
に
乗
せ
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

る
の
4
、
す
。
当
時
山
陰
新
か

川
間
の
馬
車
賃
は
二
十
銭
唖

位
で
し
た
．
　
　
　
ウ

ニ
十
分
も
休
ん
で
再
び
ラ
崎

ツ
パ
の
ム
。
図
で
出
発
で
す
糖

・
…
に
長
閑
か
・
旅
の
　

圃
景
で
す
。
そ
れ
に
必
ず
｝

峠
の
茶
屋
の
休
憩
所
が
あ
榔

り
酒
ず
き
の
客
は
一
寸
一
　
｝

　
　
　
　
　
　
車
に
揺
　

町報とうこう
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レ

ノロノロ運転

　坪谷区」）　うったち、町良会＿

（佐々木宣吉会長・会員19名・顧

問松田行聖さん）が、5目13日に

交通安全の’｛レードをしました，

　当日は、会員と牧当館の豆剣．ll

あわせて35名が参加して午前8時

に牧水記念館で出発式をし．たあと

乗用車、｝軽トラツケなど12孟｝の耳ミ

に分乗して迫野内～出口～ゼ，』大

橋～越表の1頃で’臼㍉i∫中いつぼいか

：干ほぼ町内を一周しました＝

　一会では、今後も交通安全運動

期問には実施するとの二とです，

ド根性ダニ

　猛毒の主である7マムシ∠にも

『ダニ＿：ま食：ら㌧、つくと㌧、う言舌。

　5月22日に仲深区の甲斐善重郎

きんが近くの作業道で捕えたマム

シを見てビックリ！

　うろこの間から血を吸っている

ダニを見つけ早速、県立博物館に

間い合せると『ダニがマムシに食

いつくことはあるが、まぜそれを

見たことはない∠との回答。

　この〃ド根性ダニ〃に甲斐きん

も感心することしきり……

O

戦

》
㍉

＜

，
主
目
協
い
た
よ
砿
．
，

今
月
の
行
事

・
ノ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
6
月
末
日

　
　
ほ
う
こ
く

　
町
田
協
最
初
の
ス
ポ
ー
ゾ
行
与
と
し

て
5
日
」
6
日
に
バ
ン
：
ボ
…
占
、
大
へ
試
が

各
地
区
青
協
か
ら
1
3
手
．
ー
ム
が
参
加
し

て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
．
A
N
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幽
融
：
一
曲
脚

　
　
一

　
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

　
梅
雨
に
入
r
．
’
、
ス
リ
ツ
フ
．
事
故
や
転

落
事
故
が
多
．
く
な
る
時
期
で
す

　
沸
一
㌧
A
の
山
山
専
し
す
y
ご
く
㌔
〃
コ
心
．
フ
レ
ー
距
ず
へ
写

ど
か
け
る
と
ス
リ
曽
・
・
．
フ
が
長
く
な
り
普

通
の
距
離
で
は
停
り
ま
せ
ん
。
ま
た
積

荷
過
重
な
ど
で
路
．
肩
崩
竣
な
ど
起
し
転

落
す
る
場
合
が
多
い
の
で
、
梅
雨
期
は

特
に
ス
リ
ッ
「
，
・
、
転
落
事
故
防
止
に
注

蹴日心

浴
`
η
9
レ
出
・
り
一
一
レ
し
「
、
ノ
＼
”
｝
山
、
」
h
嘲
、

警
察
官
募
集

　
オ
隼
も
数
県
の
共
同
募
集
を
行
い
ま

す
が
、
本
県
の
採
用
予
定
は
、
大
学
卒

五
．
名
、
高
校
卒
ゴ
∵
．
名
と
な
・
，
「
、
い

ま
す
、
試
験
の
予
定
日
程
は
、

　
大
学
h
隼
　
第
1
次
　
8
目
5
日

　
　
　
　
第
2
次
　
8
月
下
旬

　
高
校
卒
　
第
1
次
　
1
0
月
2
8
日

　
　
　
　
第
2
次
1
1
月
下
旬

と
か
r
・
て
い
ま
す
．
．
希
望
者
は
、
駐
在

F
－
か
日
向
警
察
所
に
問
合
せ
下
嘉
、
、
い
．

B
へ
・
ー
ト
に
分
ノ
、
”
わ
、
リ
ン
ラ
．
．
．
．
・
，
－
，
ケ

戦
で
熱
戦
が
獲
開
ル
．
・
れ
ま
し
た
、
．

［
準
決
勝

伸深一．孟迫
　　　位2121　　　　　21　21
　　　決
1515鷺912

迫野内　　　迫野内

寺　迫決　田　野
21　21　勝　　21　　21

　
寺
2
1
　
1
5
田

（
町
青
協
広
報
部
）

集
中
豪
雨
災
害
に
備
え
よ
う

　
い
よ
い
よ
風
水
害
．
の
多
い
時
期
に
な

　
て
き
ま
し
た
．
近
年
は
大
被
害
の
出

る
よ
う
な
豪
雨
は
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
年
は
大
雨
や
台
風
に
あ
う
こ
と
に
な

る
か
も
し
れ
ま
碁
．
〔
ん
．
．
も
し
、
あ
’
．
た

・
こ
う
す
る
か
を
考
え
て
そ
の
対
策
を

た
て
て
お
（
二
と
が
入
切
で
す
，

．
．
自
分
．
の
生
命
を
守
る
た
め
、
も
う
一

彦
．
周
囲
．
の
地
形
等
を
検
討
し
て
お
く

一
．
台
風
や
大
雨
情
報
な
ど
を
必
．
ず
き
一

∵
避
難
は
屋
・
目
に
自
主
的
に
す
る
，

7
避
難
す
．
る
時
は
火
．
の
始
末
と
戸
締
を

．
・
県
下
は
活
動
し
や
す
い
も
．
の
を
…
詩
る

　
・
女
の
人
は
特
に
ジ
・
i
ヘ
ン
、
エ
ー
ン
．
へ

　
等
を
は
ヘ
ノ
、
・
ス
カ
ー
ト
な
ど
は
き
け
る

▽
持
物
は
食
物
、
水
、
着
換
、
現
金
、

　
薬
品
類
、
懐
中
電
灯
、
ト
ラ
ン
ジ
ス

　
々
，
－
8
一
フ
ジ
オ
、
マ
ツ
．
チ
（
一
ブ
イ
々
㍉
一
）

　
な
F
こ

　
他
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
い
つ

・
・
三
．
．
目
う
よ
う
に
品
物
は
あ
と
で
ま
た
冒

え
ま
す
が
、
生
命
は
一
つ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
．
．
憶
病
に
転
公
・
て
早
く
逃
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
．
一
　
（
山
陰
駐
在
所
）



（6）

町鳶とうこう

…
お
し
ら
せ
…

…藤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

商
業
統
計
調
査

商
業
実
態
基
本
調
査

　
通
産
省
は
、
［
昭
和
五
十
四
年
商
業
統

計
調
査
お
よ
び
商
業
実
態
基
本
調
査
L

を
六
月
一
日
現
在
で
全
国
い
っ
せ
い
に

実
施
し
ま
す
．
一

　
こ
の
調
査
は
〃
商
業
の
国
勢
調
査
〃

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
商
店

の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
、
商

品
．
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
卸
売
業
・
小
売
業
、

飲
食
店
を
営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
店

を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
、
．

　
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
県
、
市

町
村
で
の
商
業
、
企
業
の
育
成
、
流
通

機
構
の
近
代
化
な
ど
を
進
め
る
う
え
で

の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
ほ
．
か
、
各
商
店
な
ど
で
経
営
指
針
と

し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
．
．

　
調
査
は
、
調
査
員
が
直
接
訪
問
し
馬

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
回
収

す
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

　
調
査
票
は
統
計
法
に
よ
り
厳
重
に
秘

密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
由
告

に
ご
協
力
く
だ
き
い
．
．

胃
集
団
検
診
に
つ
い
て

　
本
年
度
第
一
回
目
の
胃
集
団
検
診
が

行
な
わ
れ
ま
す
、
こ
の
検
診
は
、
毎
年

二
回
実
施
き
れ
て
い
ま
す
の
で
年
一
回

は
必
ず
．
受
診
し
ま
し
ょ
う
．
．

　
今
回
の
検
診
は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

▽
日
程
及
び
場
所

　
　
6
月
1
2
日
　
農
協
坪
谷
支
所
前

　
　
　
　
1
5
日

　
　
　
　
　
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
　
1
4
日

　
　
　
　
1
5
日
　
農
協
寺
迫
支
所
前

7
受
付
時
間

　
午
前
7
時
3
〕
分
～
同
8
時
3
0
分

▽
対
象
者
年
令
4
0
歳
以
上

▽
料
金
一
二
〔
．
．
く
．
4
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

巡
回
行
政
相
談
所
の
開
設

　
宮
崎
行
政
監
察
局
で
は
、
恩
給
、
年

金
、
保
険
、
生
活
保
護
、
道
路
、
河
川

交
通
、
公
害
な
ど
、
役
所
の
仕
事
で
お
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ら
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路
の
増
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改
修
な
ど
の
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を
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な

け
れ
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な
ら
ず
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夏
場
は
申
込
み
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到
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て
、
使
用
ま
で
に
一
～
四
週
間
も

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
，

　
ル
ー
ム
エ
ア
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ン
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早
目
に
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込
む

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
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れ
ま
し
た
。

　
厚
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申
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あ
げ
ま
す
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